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剣
　
例
　
研
　
究

七
八

（
九
三
二
）

〔
民
事
訴
訟
法
　
四
〕

　
戸
籍
上
の
父
母
死
亡
後
實
母
か
ら
の

親
子
關
係
存
在
確
認
の
訴
（
羅
函
韓
譜
毫
韻
撚
難
除
翻
葎
認
嚢
毒
）

　
【
判
示
事
項
】
　
子
の
戸
籍
簿
上
の
父
母
死
亡
後
、
實
母
か
ら
提
起
さ
れ
た
親

子
關
係
存
在
確
認
の
訴
は
戸
籍
訂
正
の
前
提
と
し
て
確
認
の
利
盆
を
具
備
す

る
。　

【
参
照
條
交
】
人
事
訴
訟
手
績
法
二
條
皿
項
、
民
事
訴
訟
法
二
二
五
條

　
【
事
實
】
原
告
は
原
被
告
間
に
親
子
關
係
存
在
確
認
の
到
決
を
求
め
る
旨
申

立
て
、
そ
の
講
求
原
因
と
し
て
、
攻
の
事
實
を
陳
述
し
た
。

　
一
、
被
告
丙
は
戸
籍
簿
上
原
告
乙
の
父
母
亡
・
丁
・
戊
の
二
男
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
實
は
原
告
と
原
告
の
現
在
の
夫
甲
と
の
間
に
出
生
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
二
、
原
告
は
被
告
が
原
告
の
子
で
あ
る
旨
戸
籍
の
訂
正
を
し
た
い
の
で
あ
る

が
、
戸
籍
上
の
父
母
は
す
で
に
死
亡
し
、
右
爾
名
を
相
手
と
し
て
親
子
關
係
不

存
在
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
原
・
被
告
間
に
親
子
關

係
が
存
す
る
こ
と
の
確
認
到
決
を
得
て
右
戸
籍
の
訂
正
を
な
し
た
く
、
本
訴
講

求
に
及
ん
だ
。

　
【
判
旨
】
　
本
件
の
如
き
場
合
、
そ
の
本
來
の
法
律
上
の
身
分
關
係
を
明
確
な

ら
し
め
る
方
法
と
し
て
は
、
e
子
た
る
被
告
の
側
か
ら
母
た
る
原
告
（
ま
た
は

實
の
父
）
に
た
い
し
て
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
か
（
こ
の
勝
訴
判
決
に
よ
り
法

律
上
の
身
分
關
係
が
眞
實
に
合
致
し
て
形
成
さ
れ
る
と
共
に
嘗
該
判
決
に
基
い

て
戸
籍
訂
正
が
な
さ
れ
る
）
、
ま
た
は
、
口
母
た
る
原
告
の
側
か
ら
子
た
る
被

告
を
任
意
認
知
す
る
か
、
な
い
し
戸
籍
訂
正
の
方
法
に
よ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
（
⑫
の
場
合
そ
の
前
提
と
し
て
、
被
告
が
亡
丁
・
戊
の
二
男
と
し
て
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
以
上
ま
ず
こ
れ
を
訂
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
戸
籍
訂
正

の
た
め
に
は
、
事
柄
が
身
分
法
上
重
大
な
意
義
を
も
つ
關
係
上
、
確
定
到
決
を

要
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
）
。
し
か
し
て
本
件
訴
は
⇔
の
方
法
に
よ
る
た
め

提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
が
原
告
の
子
で
あ
る
旨
戸
籍
の
訂
正
を
す
る

た
め
に
は
、
戸
籍
簿
上
の
被
告
の
父
母
が
す
で
に
死
亡
し
て
お
り
、
右
爾
名
を

相
手
ど
り
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、

原
・
被
告
間
の
親
子
關
係
の
存
在
を
到
決
に
よ
り
確
定
す
る
利
盆
あ
り
と
謂
う

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
本
訴
講
求
は
理
由
あ
り
と
し
て
こ
れ
を
認
容
す
る
。

（
因
に
本
到
決
は
母
子
が
當
事
者
と
な
つ
て
そ
の
間
に
親
子
關
係
の
存
す
る
こ

と
の
確
認
を
求
め
る
訴
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
通
常
の
民
事
訴
訟
事
件
で
は
な

く
人
事
訴
訟
事
件
に
驕
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
到
決
確
定
の
場
合

は
第
三
者
に
た
い
し
て
も
効
力
を
有
す
る
も
の
と
解
す
る
を
相
當
と
す
る
。
）

【
評
繹
】
　
本
件
に
お
け
る
が
ご
と
き
場
合
、
子
丙
と
戸
籍
上
の
父
母
丁
戊
間
と
の
親
子
關
係
に
關
す
る
戸
籍
の
記
載
を
抹
消
す
る
方
法
と
し
て



次
の
各
種
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
、
丙
叉
は
甲
、
乙
の
い
ず
れ
か
が
原
告
と
し
て
（
親
子
關
係
確
認
訴
訟
の
原
告
適
格
の
範
圏
に
つ
い
て
は
、
當
事
者
以
外
の
第
三
者
が
ど
の
範
園
迄
原
告

適
格
を
有
す
る
か
問
題
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
他
人
間
の
法
律
關
係
存
否
の
確
認
の
訴
は
確
認
の
利
盆
が
あ
る
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
原
告
が
こ
れ
に
つ
ぎ
訴
訟
を
な
す

穂
能
を
も
つ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
見
解
は
別
と
し
て
－
大
判
大
正
ニ
ニ
・
七
・
一
五
民
集
三
巷
三
五
六
頁
、
大
判
昭
和
一
〇
・
一
二
二
〇
民
集
一
四
巻
二

四
號
二
〇
七
七
頁
1
、
人
事
訴
訟
手
綾
法
二
九
條
－
項
を
類
推
し
て
、
親
の
三
親
等
内
の
血
族
お
よ
び
當
該
親
子
關
係
を
否
認
し
た
上
そ
の
子
を
自
己
の
子
と
主
張

せ
ん
と
す
る
者
に
限
る
見
解
ー
条
子
「
親
子
關
係
の
確
認
」
民
事
法
硯
究
一
巻
三
六
〇
頁
ー
、
更
に
挾
く
軍
に
親
族
と
い
う
鮎
の
み
で
解
決
す
べ
き
で
は
な
く
、

當
該
確
認
に
よ
り
直
ち
に
樺
利
を
得
義
務
を
免
れ
る
關
係
に
あ
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
不
明
身
分
關
係
か
ら
く
る
不
安
を
除
却
し
う
る
か
否
か
に
よ
り
定

る
と
す
る
見
解
－
三
田
「
人
事
訴
訟
手
績
法
解
説
」
三
〇
頁
ー
－
の
何
れ
を
と
る
と
し
て
も
本
件
の
場
合
實
の
爾
親
甲
・
乙
に
原
告
適
格
が
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な

い
と
み
て
よ
い
）
、
丁
戊
の
代
り
に
検
察
官
を
被
告
と
し
て
、
丁
戊
と
丙
間
の
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
し
、
不
存
在
確
認
到
決
を
も

ら
い
、
こ
れ
を
資
料
と
し
て
、
戸
籍
法
二
六
條
に
よ
り
戸
籍
の
訂
正
を
す
る
（
二
で
述
べ
る
よ
う
に
、
實
務
上
は
、
丙
と
甲
．
乙
間
の
親
子
關
係
存

在
確
認
判
決
を
資
料
に
戸
籍
法
一
二
二
條
に
い
わ
ゆ
る
家
庭
裁
判
所
の
戸
籍
訂
正
の
許
可
を
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
ぎ
戸
籍
の
訂
正
を
す
る
と
い
う
取
扱
い
が
な
さ
れ

て
い
る
。
か
か
る
取
扱
に
よ
れ
ば
本
丈
の
場
合
も
、
戸
籍
法
一
一
六
條
に
よ
り
戸
籍
の
訂
正
を
す
る
の
で
は
な
く
、
一
二
二
條
に
よ
り
戸
籍
の
訂
正
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
確
定
判
決
の
内
容
が
戸
籍
の
記
載
と
相
容
れ
な
い
以
上
、
戸
籍
の
訂
正
は
一
律
に
一
一
六
條
に
よ
る
の
で
あ
つ
て
、
一
一
三
條
に
よ
り
改
め
て
家
庭
裁
剣
所
の
許

可
を
必
要
と
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
）
。

　
二
、
丙
叉
は
甲
・
乙
か
ら
、
甲
・
乙
叉
は
丙
を
被
告
と
し
て
親
子
關
係
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
し
、
存
在
確
認
到
決
を
う
け
、
こ
れ
を
沓
料
に

し
て
一
一
六
條
に
よ
り
戸
籍
の
訂
正
を
お
こ
な
う
（
實
務
上
は
親
子
關
係
存
在
確
認
判
決
を
資
料
に
戸
籍
法
一
二
二
條
の
許
可
を
得
て
戸
籍
の
訂
正
を
お
こ
な

っ
て
い
る
が
1
阿
川
「
親
子
關
係
の
存
否
に
關
す
る
戸
籍
訂
正
の
方
法
」
訴
訟
と
裁
剣
七
二
九
頁
1
、
こ
の
場
合
直
接
一
一
六
條
に
よ
り
戸
籍
の
訂
正
を
す
れ
ば

よ
い
鮎
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
）
。

　
三
、
丙
が
原
告
と
し
て
甲
・
乙
を
相
手
に
認
知
の
訴
を
提
起
し
、
そ
の
勝
訴
到
決
に
基
づ
き
戸
籍
法
一
ニ
ハ
條
に
ょ
り
戸
籍
の
訂
正
を
す
る
。

　
　
　
　
剣
　
例
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判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
G
　
（
九
三
四
）

　
四
、
丙
が
丁
・
戊
と
の
親
子
關
係
不
存
在
を
理
由
に
現
存
者
（
例
え
ば
實
母
乙
又
は
乙
の
兄
弟
）
と
の
間
の
戸
籍
上
の
表
見
的
身
分
關
係
不
存
在

（
例
え
ば
兄
弟
關
係
不
存
在
）
確
認
の
到
決
ま
た
は
調
停
審
到
（
家
審
法
三
二
條
豆
項
）
を
う
け
、
こ
れ
を
資
料
に
戸
籍
法
一
一
三
條
の
親
子
關
係
是
正

の
た
め
の
戸
籍
訂
正
詐
可
の
審
到
を
う
け
、
戸
籍
を
訂
正
す
る
（
昭
和
二
六
年
四
月
二
一
百
、
家
庭
甲
第
七
一
號
家
庭
局
長
解
答
）
。

　
五
、
二
・
三
・
四
の
方
法
に
よ
り
實
健
的
身
分
關
係
を
確
認
な
い
し
形
成
す
る
こ
と
な
く
、
戸
籍
面
の
み
を
訂
正
す
る
た
め
戸
籍
法
一
二
二
條

の
家
庭
裁
到
所
の
許
可
を
求
め
、
戸
籍
を
訂
正
す
る
。

　
こ
れ
ら
五
つ
の
方
法
の
法
的
許
容
性
を
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
、
馨
官
議
告
と
す
る
丙
と
甲
乞
間
の
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
訴
奈
何
本
訴
の
蓉
性
饒
す
る
問
題
堅
つ
あ
る
（
砒
蕪
欝

焔
橘
諜
漿
罐
犠
鵡
、
）
．
そ
璽
綴
奢
の
被
嘉
格
の
問
題
そ
の
最
親
か
子
い
ず
れ
か
芳
の
死
亡
籍
浮
る
當
該
親

子
關
係
存
否
確
認
訴
訟
に
お
け
る
訴
の
利
盆
の
問
題
。

工
人
事
訴
訟
手
績
法
は
婚
姻
の
無
叢
潰
讐
器
の
訴
（
聡
謄
嘩
葦
縁
聾
件
（
訊
醸
Y
父
を
定
め
る
訴
（
胤
聖
二
）
等

に
お
い
て
相
手
方
と
す
べ
き
も
の
が
死
亡
し
た
後
は
検
察
官
を
も
つ
て
相
手
方
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
を
親
子
關
係
存
否
確
認
の

訴
に
類
推
し
て
検
察
官
に
被
告
適
格
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
第
一
の
方
法
を
主
張
す
る
論
者
の
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
方
に
た

い
し
て
は
二
つ
の
黙
か
ら
批
到
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
理
論
的
に
は
「
此
等
の
訴
は
身
分
關
係
の
遡
及
的
な
攣
更
を
目
的
と
す
る
形

成
の
訴
で
、
而
も
適
格
者
死
亡
後
も
諸
種
の
關
係
で
後
始
末
を
爲
す
必
要
が
あ
る
こ
と
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
確
認
の
訴
に
類
推
す
る
の

は
不
適
當
で
あ
る
」
（
廉
肝
圃
蜴
篤
）
と
の
批
到
が
あ
り
、
形
式
的
に
は
、
人
訴
法
二
條
皿
項
の
趣
旨
を
準
用
す
る
場
合
は
、
同
二
條
W
項
、
二
六
條
、

三
二
條
N
項
の
よ
う
に
法
律
上
明
文
の
規
定
を
お
い
て
い
る
、
と
い
う
批
到
が
あ
る
。
條
文
上
の
明
示
が
制
限
的
で
あ
る
か
否
か
、
特
に
條
文
中

に
全
く
規
定
を
訣
く
親
子
關
係
存
否
確
認
の
訴
に
つ
き
人
訴
法
二
條
皿
項
の
趣
旨
が
類
推
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
の
解
決
は
同
項
の
理
論
的

把
握
奈
何
に
か
か
つ
て
い
る
。
理
論
的
杷
握
に
關
す
る
前
記
批
到
は
、
そ
の
基
礎
に
お
い
て
、
人
訴
法
二
條
等
の
訴
を
形
成
訴
訟
と
す
る
見
方
と



結
び
つ
く
。
ま
ず
批
到
の
前
段
は
、
こ
れ
ら
の
訴
が
身
分
關
係
の
遡
及
的
攣
更
を
目
的
と
す
る
形
成
訴
訟
で
あ
る
か
ら
、
二
條
皿
項
を
確
認
の
訴

に
類
推
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
批
到
の
後
段
は
検
察
官
を
相
手
方
と
な
し
う
る
の
は
、
適
格
者
死
亡
後
も
諸
種
の
關
係
で
後
始
末
を
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
が
、
親
子
關
係
存
否
確
認
の
場
合
は
か
か
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
そ
の
趣
旨
を
類
推
し
検
察
官
に
被
告

適
格
を
認
め
る
必
要
も
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
諸
種
の
訴
訟
が
形
成
訴
訟
で
あ
り
、
形
成
到
決
に
よ
り
法
律
關
係
が
新
た
に
形
成
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
こ
の
形
成
が
な
い
限
り
當
該
關
係
は
從
前
通
り
で
あ
り
、
而
も
そ
の
影
響
は
當
事
者
の
死
亡
後
も
存
績
す
る
と
み
る
こ
と
に
基
づ

く
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
種
の
訴
訟
の
う
ち
に
は
確
認
訴
訟
も
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
形
成
訴
訟
で
あ
る
と
解

す
る
見
解
は
訴
訟
法
學
者
の
間
で
有
力
で
あ
る
が
、
實
艦
法
學
者
の
間
に
は
か
な
り
大
き
な
異
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
實
艦
法
學
者
の
間
で
は
婚

姻
無
効
の
訴
、
養
子
縁
組
無
効
の
訴
の
ご
と
き
は
確
認
訴
訟
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
強
い
。
婚
姻
無
効
、
養
子
縁
組
無
効
が
い
わ
ゆ
る
形
威
無
効

で
は
な
く
當
然
無
効
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
身
分
法
學
上
積
極
的
論
披
を
も
つ
通
読
で
あ
り
（
す
な
わ
ち
婚
姻
意
思
の
欠
飲
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
婚
姻

意
思
の
存
在
に
張
度
の
推
定
を
あ
た
え
訴
を
も
つ
て
の
み
無
効
を
主
張
し
う
る
と
し
、
身
分
關
係
の
法
的
安
定
性
を
維
持
す
る
よ
り
も
、
訴
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
、

い
つ
で
も
無
効
を
主
張
し
う
る
と
す
る
こ
と
が
、
法
的
安
定
性
を
害
す
る
歓
黙
は
あ
る
に
し
て
も
、
よ
り
重
要
で
あ
る
、
と
通
読
は
考
え
て
い
る
）
、
か
か
る
通
読

塞
つ
い
て
訴
の
類
型
峯
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
婚
姻
無
頼
縁
魏
効
等
の
訴
を
確
認
嚢
と
み
る
撃
書
募
る
恵
久
雛
霜
木

灘
器
難
議
一
痩
審
謹
講
介
」
Y
し
た
が
つ
て
婚
姻
無
勲
籍
無
翠
の
場
食
婚
繧
℃
縁
組
簿
窪
つ
薯
凄
く
無
禦
の

で
あ
つ
て
、
到
決
に
よ
り
始
め
て
無
効
と
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
後
始
末
と
し
て
の
到
決
に
よ
る
法
律
朕
態
の
形
成
を

必
要
と
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
無
効
・
縁
組
無
効
の
訴
に
お
い
て
被
告
適
格
者
な
き
場
合
検
察
官
に
被
告
適
格
を
認
め
て
い

る
。
換
言
す
れ
ば
、
検
察
官
の
被
告
適
格
は
形
成
訴
訟
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
確
認
訴
訟
に
お
い
て
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
形
成
訴
訟

に
お
け
る
當
事
者
適
格
の
限
定
は
、
當
事
者
に
關
す
る
正
當
な
利
盆
の
類
型
化
の
結
果
で
あ
つ
で
、
確
認
訴
訟
に
お
い
て
も
検
察
官
に
被
告
適
格

を
認
め
る
こ
と
に
つ
き
正
當
な
利
盤
の
あ
る
場
合
こ
れ
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。
む
し
ろ
人
訴
法
が
検
察
官
に
被
告
適
格
を
認
め
る
態
度
は
、
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請
求
に
つ
き
正
當
な
利
盆
が
あ
る
が
被
告
適
格
者
の
訣
け
る
場
合
検
察
官
に
被
告
適
格
を
認
め
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
從
來
の
剣

例
が
親
ま
た
は
子
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
死
亡
し
た
後
で
も
な
お
當
該
親
子
關
係
存
否
確
認
訴
訟
の
許
容
性
を
、
検
察
官
の
被
告
適
格
を
認
め
る
規
定
の
欠
歓
を
理
由

に
被
告
適
格
者
が
な
い
鮎
か
ら
、
否
定
し
て
い
る
態
度
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
請
求
に
關
す
る
正
當
な
利
盆
か
ら
間
題
を
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う

ー
山
木
戸
前
掲
書
八
五
頁
、
北
村
前
掲
論
丈
三
五
頁
参
照
）
。
そ
こ
で
次
に
本
訴
に
お
け
る
訴
の
利
盆
の
間
題
の
検
討
に
移
る
。

　
2
　
子
ま
た
は
親
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
双
方
の
死
亡
後
當
該
親
子
關
係
は
過
去
の
法
律
關
係
と
な
る
（
一
方
が
死
亡
し
て
も
當
該
法
律
關
係
は

過
去
に
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
現
在
の
法
律
關
係
で
あ
る
と
す
る
學
読
が
あ
る
が
ー
小
石
「
戸
籍
上
の
嫡
出
子
關
係
が
眞
實
に
合
致
し
な
い
場
合
と
戸
籍
訂
正
」
法

曹
時
報
九
巻
七
號
、
三
田
「
戸
籍
訂
正
と
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
裁
判
」
戸
籍
一
〇
〇
號
、
但
し
三
田
氏
は
双
方
死
亡
の
場
合
は
當
該
關
係
は
過
去
の
法
律
關
係
と

な
る
と
さ
れ
る
。
更
に
北
村
前
掲
論
丈
三
六
頁
は
、
親
子
双
方
死
亡
後
の
親
子
關
係
が
過
去
の
法
律
關
係
で
あ
る
こ
と
に
一
鷹
同
調
し
つ
つ
、
現
在
の
法
律
關
係
と
解

す
る
蝕
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
ー
そ
の
根
擦
は
い
ず
れ
も
納
得
で
き
な
い
）
。
一
般
に
過
去
の
法
律
關
係
は
請
求
適
格
を
も

た
ず
、
し
た
が
つ
て
確
認
訴
訟
の
勤
象
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
過
去
の
法
律
關
係
に
請
求
適
格
を
否
定
す
る
こ
と
は
正
営
で
は

な
く
、
・
て
れ
が
確
認
訴
訟
の
訴
訟
物
た
り
う
る
か
否
か
は
、
穫
利
保
護
の
利
盆
の
間
題
と
し
て
具
髄
的
に
決
す
る
必
要
が
あ
る
（
三
ヶ
月
、
民
事
訴

訟
法
六
四
頁
、
石
川
「
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
」
法
學
研
究
三
一
巻
一
二
號
。
過
去
の
法
律
關
係
で
あ
る
か
ら
適
格
を
飲
く
と
す
る
學
設
と
し
て
、
蒙
子
前
掲

三
六
〇
頁
は
、
「
被
告
と
な
す
べ
き
親
又
は
子
が
死
亡
し
た
場
合
、
最
早
親
子
關
係
を
拘
束
す
る
趣
旨
の
確
認
の
訴
は
認
め
る
必
要
は
な
く
、
之
を
前
提
と
す
る
血
族

關
係
の
存
否
は
個
々
的
解
決
に
委
す
れ
ぽ
足
り
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
呆
子
、
判
例
民
事
法
昭
一
五
年
二
九
〇
事
件
、
石
井
「
親
子
關
係
の
存
否
確
認
の
訴
に

お
け
る
訴
訟
物
」
司
法
研
修
所
創
立
＋
周
年
記
念
論
丈
集
（
上
）
五
一
九
頁
以
下
。
北
村
前
掲
論
丈
三
五
・
三
六
頁
は
一
慮
過
去
の
法
律
關
係
と
し
て
適
格
性
を
否
定

す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
過
去
の
法
律
關
係
に
果
し
て
適
格
性
が
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
）
。
し
か
し
て
本
件
の
場
合
確
認
の
利
盆
は
あ
る

か
（
過
去
の
法
律
關
係
に
つ
ぎ
い
か
な
る
場
合
確
認
の
利
盆
あ
り
や
に
つ
い
て
は
石
川
前
掲
論
丈
参
照
）
。
も
ち
ろ
ん
現
在
の
法
律
關
係
の
確
認
を
も
つ
て
足

る
場
合
は
過
去
の
法
律
關
係
の
確
認
を
認
め
る
必
要
が
な
い
（
三
ヶ
月
前
掲
六
四
頁
は
、
「
過
去
の
法
律
要
件
の
効
果
の
確
認
を
求
め
る
の
で
な
け
れ
ば
眞
に

紛
箏
解
決
と
い
う
目
的
を
達
し
難
い
場
合
も
な
い
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
こ
の
場
合
に
確
認
の
利
盆
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
場
合
以
外
は
過
去
の
法



律
關
係
に
つ
ぎ
確
認
の
利
盆
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
。
本
件
の
場
合
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
る
に
、
本
件
訴
は
戸
籍
訂
正
の
手
段
と
し
て
提
起
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
現
在
の
實
親
子
關
係
存
在
確
認
を
求
め
る
訴
が
最
も
適
切
で
あ
る
か
ら
、
戸
籍
上
の
父

母
と
子
の
間
の
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
訴
を
認
め
る
利
盆
も
必
要
も
な
い
。
け
だ
し
、
到
決
に
よ
り
戸
籍
上
の
親
子
關
係
と
別
個
の
親
子
關
係

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
前
者
は
後
者
と
相
容
れ
な
い
こ
と
當
然
だ
か
ら
、
か
か
る
到
決
を
も
つ
て
戸
籍
法
コ
六
條
に
よ
り
戸
籍
訂
正
は
可
能
で
あ

る
。
現
在
の
法
律
關
係
確
認
の
訴
を
も
つ
て
紛
箏
の
解
決
に
充
分
で
あ
る
以
上
過
去
の
法
律
關
係
を
敢
て
確
認
訴
訟
の
封
象
と
す
る
利
盆
は
な

い
。
し
た
が
つ
て
、
検
察
官
を
被
告
と
す
る
丙
と
甲
・
乙
間
の
親
子
關
係
不
存
在
確
認
の
訴
は
訴
の
利
盆
が
な
い
。

　
二
、
第
一
の
方
法
に
よ
れ
ば
戸
籍
上
の
親
子
關
係
不
存
在
は
確
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
つ
て
は
實
親
と
子
と
の
間
の
親
子
關
係
は
確
定
さ
れ

な
い
。
甲
・
乙
と
丙
間
の
親
子
關
係
確
定
を
問
題
と
す
る
場
合
、
丙
と
丁
戊
間
の
親
子
關
係
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
は
迂
遠
で
あ
る
（
戸

籍
訂
正
と
い
う
黙
に
利
盆
を
認
め
る
な
ら
ば
、
戸
籍
上
の
親
子
關
係
不
存
在
確
認
訴
訟
を
認
め
る
飴
地
も
な
い
で
は
な
い
が
、
戸
籍
は
あ
く
迄
も
身
分
關
係
に
從
た
る

も
の
で
あ
つ
て
、
訴
の
利
盆
は
戸
籍
訂
正
と
い
う
鮎
に
求
め
ら
る
べ
ぎ
で
は
な
い
）
。
原
告
乙
の
夫
甲
が
原
告
と
し
て
丙
を
被
告
に
し
て
甲
・
丙
間
の
親
子

關
係
確
認
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
法
律
上
の
親
子
關
係
は
元
來
甲
・
丙
間
に
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
訴
の
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
當
然

で
あ
る
が
、
異
読
に
よ
れ
ば
實
母
乙
が
原
告
と
し
て
子
丙
を
被
告
に
し
て
提
起
す
る
本
件
訴
訟
も
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
こ
の
異
説
の
根
底

に
は
、
民
法
七
七
九
條
に
「
父
又
は
母
」
と
あ
る
鮎
に
注
目
し
、
母
子
i
非
嫡
出
子
ー
間
の
親
子
關
係
嚢
生
に
は
、
分
娩
な
る
事
實
で
は
足
ら
ず
、
軍
に
遺
棄
の

場
合
に
限
ら
ず
、
廣
く
一
般
に
母
の
認
知
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
見
解
が
あ
る
）
。
し
か
し
實
母
乙
と
丙
間
に
は
分
娩
と
い
う
事
實
に
よ
り
す
で
に
法
律

上
の
親
子
關
係
が
あ
る
も
の
と
み
て
よ
い
か
ら
、
か
か
る
異
論
に
は
賛
成
し
え
な
い
。

　
三
、
第
三
の
方
法
は
、
乙
が
積
極
的
當
事
者
で
あ
る
本
件
の
場
合
に
は
一
慮
問
題
と
し
な
く
て
も
よ
い
が
、
丙
に
も
戸
籍
訂
正
の
意
思
が
あ
る

場
合
け
ど
う
か
。
原
告
丙
が
乙
を
被
告
と
し
て
認
知
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
こ
の
場
合
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
問
題
と
し
な
く
て
も
よ
い
。
丙

が
原
告
と
し
て
甲
を
被
告
と
し
て
提
起
す
る
認
知
の
訴
に
お
け
る
勝
訴
到
決
に
基
づ
き
戸
籍
法
一
ニ
ハ
條
に
よ
り
戸
籍
の
訂
正
を
す
る
こ
と
は
認
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め
ら
れ
る
。

　
四
、
第
四
の
方
法
も
適
切
で
は
な
い
。
た
と
え
原
告
丙
が
丁
・
戊
と
の
親
子
關
係
不
存
在
を
理
由
に
現
存
者
と
の
間
の
身
分
關
係
不
存
在
確
認

剣
決
を
え
た
と
し
て
も
、
到
決
の
既
到
力
は
丙
と
丁
・
戊
間
の
親
子
關
係
不
存
在
に
お
よ
ぶ
こ
と
な
く
、
當
該
到
決
の
理
由
が
戸
籍
法
一
コ
ニ
條

に
い
わ
ゆ
る
家
庭
裁
到
所
の
戸
籍
訂
正
許
可
の
一
資
料
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
資
料
獲
得
の
た
め
に
訴
訟
等
を
利
用
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
到
決
等
が
戸
籍
訂
正
審
到
の
｝
資
料
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
の
獲
得
を
待
つ
こ
と
な
く
直
接
戸
籍
法

二
三
條
の
蓄
舞
集
め
る
べ
馨
あ
る
．
と
す
る
見
解
（
第
五
の
方
法
）
も
霊
つ
（
疋
獅
罫
に
隷
Y
さ
ら
に
、
他
鏡
存
糞

き
場
合
あ
方
婆
利
用
し
差
お
奎
の
方
法
の
麟
で
あ
る
（
黎
鵠
論
）
．

　
五
、
第
五
の
方
法
の
適
否
は
、
戸
籍
法
二
三
條
と
一
一
六
條
と
の
關
係
奈
何
の
問
題
と
關
蓮
す
る
。
從
來
の
實
務
上
の
取
扱
に
よ
れ
ば
、
戸

籍
法
一
二
二
條
の
許
可
は
「
訂
正
の
封
象
と
な
る
べ
ぎ
事
項
が
戸
籍
の
記
載
自
髄
で
一
見
明
白
で
あ
る
場
合
ま
た
は
戸
籍
の
記
載
自
艦
で
明
白
で

な
く
て
も
そ
の
事
項
が
輕
微
で
訂
正
の
結
果
身
分
法
上
重
大
な
影
響
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
逆

の
場
合
は
す
べ
て
「
身
分
關
係
確
定
に
關
す
る
到
決
ま
た
は
審
到
に
基
く
戸
籍
法
一
↓
六
條
の
訂
正
手
績
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
反
封
説

は
、
親
子
關
係
の
存
否
に
關
す
る
戸
籍
訂
正
に
つ
き
、
親
子
關
係
の
存
否
の
確
定
剣
決
あ
り
た
る
場
合
に
戸
籍
法
一
一
六
條
の
訂
正
手
績
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
か

か
る
剣
決
な
ぎ
場
合
は
す
べ
て
同
法
一
コ
ニ
條
の
訂
正
手
績
に
よ
る
も
の
と
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
阿
川
前
掲
七
二
七
頁
以
下
参
照
）
と
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
立
場
か
ら
本
件
の
．
こ
と
ぎ
場
合
戸
籍
法
一
二
二
條
の
訂
正
手
績
は
と
り
え
な
い
。

　
本
件
訴
訟
は
第
二
の
方
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
本
件
訴
訟
に
確
認
の
利
盆
を
認
め
た
本
件
到
決
は
以
上
の
理
由
で
正
當
で
あ
る
。
な

お
、
本
到
決
が
そ
の
最
後
に
、
本
件
訴
訟
が
人
事
訴
訟
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
そ
の
確
定
到
決
が
第
三
者
に
た
い
し
て
も
効
力
を
も
つ
、
と
し
た

黙
正
當
で
あ
る
。
本
件
訴
訟
が
人
事
訴
訟
あ
る
い
は
人
事
訴
訟
に
準
じ
る
も
の
と
い
う
黙
で
は
學
論
到
例
上
ほ
ぼ
異
論
が
な
い
（
杣
詠
陣
揃
醜
V
か

ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
　
川
　
　
明
）


